
科学者を監視し鼻づらを引き廻すゾッとする新法 

 

【訳者注】ここにウィギントンの短い２つの記事を一緒にして翻訳紹介する。科学者とジャ

ーナリストが、「気象操作」について口封じされている恐るべき事実が、簡明に明かされて

いる。最初の記事には読者の「レスポンス」をいくつか選んで付けた。これは我々の住む世

界の“狂気”の一端にすぎない。 

 

Dane Wigington 

December 13, 2014 (GeoengineeringWatch.org) 

 

 

 

無理もないが、非常に多くの人々が、「もしそういったこと（気象操作、気象破壊など）が

本当に行われているのなら、なぜ科学者や政府機関が黙っているのか」と訊ねる。これは簡

単に答えられる質問だ――より大きな全体像的事実を調べてみさえすれば。NSA（国家安

全保障局）は、政府にとって致命的な事実を暴露したり、その可能性のある人物を、誰であ

れ監視することができ、彼らがそうしているのは確実と思われる。この事実は驚くようなこ

とではない。最近通過したばかりの新しい法律は、我々警察国家の監視の行動を     

完全に合法化しているようだ。http://www.infowars.com/congress-passes-bill-which-

grants-unlimited-access-to-communications-of-every-american/ あなたの選んだ議員が、

この新しい悪魔的な法制化にどのように票を投じたかを知りたいと思われるなら、このリ

ンクでそれがわかる。https://www.govtrack.us/congress/votes/113-2014/h558 アメリカ

とカナダ両国は、能動的・受動的に、科学者と各省庁に対し、国が公表したくないと思って

いるデータを隠ぺいするように圧力をかけている。このような圧力は、命令系統によってそ

の分野の現場の人々にまで下りてくる。私は、あるカナダの漁業・狩猟動物学者で、彼女が
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気象操作の問題や、カリフォルニアの川や水路がアルミニウムにあふれているという事実

を、取り上げようとしただけで、処罰の対象になると警告された人を知っている。また私は

USDA（米国農務省）の土壌検査をする科学者チームと森林へ同行し、歴史的な基準をはる

かに超える、恐ろしく高い PHを示す結果に遭遇した。この科学者たちは、それが彼らの経

歴に致命的な影響を及ぼすことを知っていたので、これを発表も警告もしなかった。また、

ある NOAA（米海洋大気局）の科学者は私にこう言った――「私たちは気象操作のことを

知っており、ひどく驚いているのだが、第一修正条項の保護（内部告発者の保護）がないの

で、どうしてよいかわからないのだ」。これが我々の住んでいる世界であり、これが我々の

もつ政府である。一般大衆は、その道の専門家や関係部局が、どんなことでも懸念される 

環境の危険があれば、言ってくれるはずだと思っているが、それは現実ではない。

http://www.globalresearch.ca/environmental-impacts-like-canadas-harper-government-

the-obama-administration-is-muzzling-its-scientists/5419214 我 （々や他の国）の政府が

現在行っている、情報の流れに対する統制はほとんど全面的と言ってよい。我々の“選挙さ

れた公職者”は一般に、権力構造の命じたことを行っている。現在、世界を支配している人々

の狂気と犯罪を暴くのは、我々民衆の義務である。我々全員が団結すれば、彼らが権力をも

つ日々は長くは続かない。 

 

レスポンスをいくつか紹介する:―― 

 

＃カナダ・エアー航空はしばしば散布犯人になっている。私は彼らの航空便がケムトレ

イルと一致するのを、プレインファインダーを使って何度か見つけている。我々は 2日

間“昔ながらの”青空をもった。ところが今日午前、散布がまた始まった。3日間続け

て晴天になることはない。これら傲慢なエリートどもの何と病的で邪悪なことか！ 

 

＃エリートは卑怯者だ。彼らの横柄な、独裁的な、腕力による脅しは、かならず最後に

は逆発射して、自分のケツに火をつけることになる。私はそれを確信している。歴史は

彼らの正体が、ケチなおもちゃの帝王にすぎなかったと判断するだろう。彼らが我々全

員を脅迫して与えている苦しみは、時が来れば挫折し、恐ろしい刈り取り人が、かなら

ず彼らの一人ひとりを見つけ出し、彼らは自分の正当な報いを、人類に対する犯罪の重

大さに応じて受けるだろう。 

 

＃科学者は決して変わらない。科学者や博士はアウシュヴィッツでも同じことを言っ

た。彼らがこう言っていたのが今でも聞こえる、「もし我々がドイツ国民に、ユダヤ人

やジプシーや、他の望ましくない者たちを苦しめ、記録を取っていたことを話したら、

職とボーナスを失うだろう。ナチスがやっていることは狂気の沙汰だが、私はドレスデ

ンの自分の家を失いたくない。」今、全く同じことが起こっている――ただ全世界がア
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ウシュヴィッツだ。 

 

＃私の知る限り、セントラル・アルバータは、アルミニウム、バリウム、ストロンチウ

ム、その他の毒物の混合を盛られている。 

昨年の冬は特にひどく、雪玉を握ってライターで下から火をつけても、雪は解けなか

った。信じられない？ まあやってみなさい。 

あるいは雪が解けると、地上には白い、薄い、織物のような物質が残る。私の聞いた

話では、これは一種のポリマーで、アルミニウムと他の微粒子をくっつけて、大気中に

より長く留まらせるために、撒かれているのだという。 

これは途方もない犯罪だ。でないとしたら、なぜその意図を説明してくれる人が、誰

もいないのか？？？？ 

   

  ＃それがそれほど破壊的なものだとしたら、なぜ彼らは気象操作をするのか？ 

  それは、彼らにそれが可能だからである。 

  それは、共犯者になることに容易く応じ、「これが我々の最後の希望だ」という物語を

受け入れる人々が、あまりにも多いからである。 

  それは気象操作が、想像できないほどの権力と支配（我々の生命世界が内へ向かって爆

発するまでの支配）の武器だからである。 

  それは、空を見上げて、見えているものが何かを考え、それを口に出して言う人々が 

あ ま り に 少 な い か ら で あ る 。 http://www.geoengineeringwatch.org/global-

geoengineering-fueling-venus-syndrome/  

 

  ＃私は（前の投稿者と）同じようなことを、ここソルトレイク市でも気づいている。多

くの樹木が今年は、通常のやり方で葉を落とさなかった。通常なら、葉っぱはまだ美し

い黄色か赤のうちに落ちる。ところが、葉っぱは木に付いたまま乾燥し、何度も風や嵐

のあった後、やっと落ち始める。私は多くの木が、まだ若い木でさえ、死にかかってい

るのに気付いている。夏のさなかに枝は裸で、木の世話をする人たちは、ますます多く

の枝を切り落とすか、老若かまわず木全体を切り倒している。常緑樹は死に絶えつつあ

り、その針葉を失いつつある。私がこれを指摘したり、ケムトレイルの話をすると、ほ

とんどの人々は、私がおかしいかのように振る舞う。私は彼らに目を開くように言うの

だが、彼らは関心を示さない。 

 

なぜジャーナリストは気象操作の問題を避けるのか？ 
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January 6, 2015 

Dane Wigington (GeoengineeringWatch) 

 

 

 

なぜ、ほとんどすべてのジャーナリストが、気象操作の問題を避けるか、または、それに関

する公的物語を発表しようとするのだろうか？ それは彼らがそうしないと、経歴に傷が

つき、場合によっては失職するからである。メディアに関係するあらゆる人々が、現行の、

我々の惑星への全面的気象攻撃を否定している間に、この生命世界は内部へと爆発しつつ

ある。この恐るべき事実に加えて、我々の一人ひとりが呼吸をするたびに、毒性物質を吸い

込んでいる。ここにはもちろん、給料をもらうために気象操作犯罪を隠すのを手伝っている、

すべてのジャーナリストが含まれる。我々のすべてが、“監視”されていようといまいと関

係なく、立ち上がって警鐘を鳴らさなければならない。 

 我々すべてが、メッセージに対する抵抗に構わず、反響を恐れることなく、信用できる情

報を伝えることによって、効果的に他の人々を目覚めさせる可能なあらゆる努力をしなけ

ればならない。知りながら何もしないでいることは、我々の集団的な滅亡を確実にすること

である。我々一人ひとりが自由意志を持っている。これは我々の最大の贈り物だ。あなたは

ご自分の贈り物をどうするおつもりか？ 


